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児環境の整備は喫緊の課題であるといえる。2015 年 4 月には子ども・子育て関連三法ⅲが、2016
年 4 月には女性活躍推進法ⅳが全面施行され、多様な環境整備により女性の社会進出が促進され









のことを紐解くため、2 つの理論に着目した。1 つは Erikson が提唱したアイデンティ発達の一









































　調査対象者は山梨県の認定こども園及び青森県の幼稚園 2 園に子どもが通園している 10 代か




あった。個別自記入形式の質問紙は、回収期限を配布後 10 日から 2 週間後に回収する旨を明記
し、各園出入口に設置した厳封されたボックスにて回収した。調査は、2018 年 8 月 30 日から 9
月 26 日に行った。
　全回答者 218 名のうち、調査項目に記入漏れのあったものは分析の対象外とした。また、明ら
かな虚偽回答を含むと判断された回答者を除いた。以上の結果、有効回答者は 208 名（男性 53
名、女性 155 名）であった。対象者のプロフィール分布を表 1 に示した。
表 1　回答者の年代・性別構成人数
18 ～ 19 歳 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 合計
男性 1 0 32 18 2 53
女性 0 11 103 41 0 155
合計 1 11 135 59 2 208
調査内容
















尺度は 2007 年に丸島・有光により作成され「創造性」「世話」「世代継承性」の 3 因子で構成さ
れ、20 項目それぞれ「全く当てはまらない」「どちらかといえば当てはまらない」「どちらかと
いえば当てはまる」「非常に当てはまる」までの 4 件法で回答を求めた。「全く当てはまらない
（1 点）」「どちらかといえば当てはまらない（2 点）」「どちらかといえば当てはまる（3 点）」「非
常に当てはまる（4 点）」と回答を得点化したのち、3 つの下位因子「創造性」「世話」「世代継承
性」の項目ごとに集計して項目得点を算出した。





よって構成されており、23 項目それぞれ過去 2 か月間に行った回数により「0 回」「1 回」「2 回























強い人を低い SM とした。Self-Monitoring 尺度は、このような SM における個人差を測定する
ため作成された。
　Self-Monitoring 得点（以下 SM 得点）は、25 項目の平均値及び標準偏差（SD）を全体、及び
男女別に算出した。また、これら Self-Monitoring に関する 25 項目について岩淵・田中・中里
（1982）が標準化した対象は大学生で、今回の調査対象者と年代に隔たりがあったことから因子
分析（プロマックス回転）を行った（表 3）。その結果、スクリープロットから 3 因子を抽出し
た。3 因子の累積寄与率は 31.1％であった。他の因子の影響を除去した場合の固有値は第 1 因子
1.94、第 2 因子 2.87、第 3 因子 1.42、他の因子の影響を無視した場合の固有値は第 1 因子 3.15、
第 2 因子 3.48、第 3 因子 2.95 であった。
　第 1 因子には他者の求める自分を演出し、人間関係の潤滑油として自分を位置付ける気持ちを
表す因子と解釈された。そこで、この因子は “サービス精神” 因子と命名した。第 2 因子は、自
らの行動を他者の反応や他者の反応を予測して合わせる気持ちを表す因子と解釈された。そこ
で、この因子は “他者指向性” 因子と命名した。第 3 因子は、行動に自分自身が想定している役
割を与え、他者との良好な関係を作ることや、維持したい気持ちを表す因子と解釈された。そこ
で、この因子は “演技性” 因子と命名された。















15. 本当は楽しくなくても，楽しそうに振るまうことがよくある。 -0.210 0.661 
10. 実際以上に感動しているかのように振るまうことがある。 -0.156 0.517 0.184
6. 自分を印象づけたり，他の人を楽しませようとして，演技することがある。 0.496 0.316
11. 喜劇を見ているとき，1 人よりみんなと一緒の方がよく笑う。 0.467 -0.221




16. 私は，常に見かけのままの人間というわけではない。 0.260 
24. 良かれと思えば，相手の目を見て，真面目な顔をしながら，うそをつくことができる。 -0.269 0.259 0.430 
8. 多分，良い役者になれるだろう。 0.801
5. あまり詳しく知らないトピックでも，即興のスピーチができる。 0.578
18. 自分はエンターテイナーであると思ったことがある。 0.165 0.168 0.519
24. 良かれと思えば，相手の目を見て，真面目な顔をしながら，うそをつくことができる。 -0.269 0.259 0.430 
9. 映画や本，音楽などを選ぶとき，友人のアドバイスをめったに必要としない。 -0.118 -0.285 0.357
6. 自分を印象づけたり，他の人を楽しませようとして，演技することがある。 0.496 0.316
2. 自分の気持ちや，考え・信じていることを，行動にそのまま表す。 -0.163 0.294
10. 実際以上に感動しているかのように振るまうことがある。 -0.156 0.517 0.184
3. パーティーや集まりで，他の人が気に入るようなことを言ったりしようとはしない。 -0.401 0.150 
1. 人の行動をまねるのは苦手だ。 -0.166 -0.193
4. 確信を持っていることしか主張できない。 -0.211
12. グループの中で，めったに注目の的にならない。 -0.538 -0.114
14. 他の人に，自分に好意をもたせるのが，特別上手な方ではない。 -0.379 -0.260 -0.201
17. 人を喜ばせたり，人に気に入ってもらおうとして，自分の意見や振るまい方を変えた
りしない。 -0.574 0.108
20. これまでに，ジェスチャーや即興の芝居のようなゲームで，うまくできたためしがない。 -0.400 -0.196
21. いろいろな人や状況にあわせて，自分の行動を変えていくのは苦手だ。 -0.457 -0.240 
22. パーティーでは，冗談を言ったり，話したりするのは他の人に任せて，自分は黙って
いる方だ。 -0.788
23. 人前ではきまりが悪くて思うように自分を出せない。 -0.912 0.130 0.107 
  因子間相関 サービス精神 ─
他者指向性 .20 ─
演技性 .50 .31 ─
固有値（他の因子の影響を除去した場合） 1.94 2.87 1.42




　性差を検証するため、Self-Monitoring 尺度の 3 つの下位得点、世代性関心尺度の 3 つの下位
得点、及び世代性行動尺度の世代継承性行為の下位得点を従属変数とし、男性、女性を独立変数
として t 検定を実施した結果を表 4 に示す。その結果、世代性関心尺度の下位因子「世話」にお
いて女性が男性よりも有意に高かった（t ＝ 2.495、p ＜ .05）。また、同じく世代性関心尺度の下
位因子「世代継承性」において男性が女性よりも有意に高かった（t ＝ -4.22、p ＝ .001）。
表 4　SM尺度、世代性関心・行動尺度　下位項目の平均値と t 検定結果
全体 男性 女性
t 値








































































































男性、女性を独立変数としてマンホイットニーの U 検定を実施した結果を表 5 に示す。その結
果、世代性行動尺度の「世話行為」において男性が女性よりも有意に高かった（p ＜ .05）。
　3 つの尺度それぞれの下位得点を、性別（男女）、年代（10 代・20 代・30 代・40 代・50 代）
に分類した平均、SD 及び一元配置分散分析の結果を表 6 にまとめる。
表 6　セルフ・モニタリング尺度・世代性関心尺度・世代性行動尺度
　下位項目の平均及び標準偏差、一元配置分散分析
全体 男性 女性 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代
F 値
有意













































































































































































※ 10 代及び 50 代については，対象者が少ないため匿名性を考慮し個別の数値は省略している。
　まず、SM 得点については、それぞれの性別による統計的に有意な差は見られなかった。また、
年代別にも統計的には有意な差はみられなかった。10 代（n ＝ 1）と 50 代（n ＝ 2）で数値に偏
りが見られることを考慮するが、SM 得点、他者指向性、演技性のいずれも 30 代が最も平均が
高く、50 代の二人が最も低かった。また、サービス精神は 20 代が最も平均が高く、30 代が最も
平均が低かった。
　次に、世代性関心尺度は、「創造性」の項目は 8 項目、「世話」の項目は 7 項目、「世代継承性」
の項目は 5 項目だった。それぞれの下位因子の性別の平均点と SD をみると、創造性因子と世代
継承性因子とは女性よりも男性の平均がおよそ 1 ポイント程度高かった。一方、世話因子では、




　次に、世代性行動尺度は、 「創造的行為」の項目は、7 項目、「世話行為」の項目も 7 項目、「世
代継承性行為」は、9 項目だった。それぞれの下位因子の度数分布は、世代継承性行為のみが正
規分布を示したが、創造的行為及び世話行為においては一峰分布を示す非正規分布となった。こ
のため、世代継承行為のみ平均値と SD を算出した結果、平均のみ 50 代、20 代、30 代、40 代、
10 代の順番で高く、男性より女性の方が平均は 0.45 ポイント高かったが、統計的に有意な差は
見られなかった。
　一方、世話行為と創造的行為は一峰分布を示す非正規分布だったため中央値及び最小値を、表
7 に示した。世話行為因子の中央値は男性の方が女性より 1.0 高く、最小値はいずれも 5.0 だっ
た。年代別では、50 代の中央値は 12.0、10 代の中央値は 10.0 で、20 代、30 代、40 代の中央値
はいずれも 6.0、最小値は 5.0 だった。また、創造的行為の中央値と最小値は、中央値は男性が
女性よりも高く最小値はいずれも 7.0 だった。中央値は 10.0、最小値は 7.0、女性の中央値は 9.0
で、最小値は 7.0 だった。年代別にみると、中央値は 30 代、50 代、20 代、10 代、40 代の順で
高く、最小値はいずれも 7.0 だった。
表 7　セルフ・モニタリング尺度・世代性関心尺度・世代性行動尺度　下位項目の中央値と幅
全体 男性 女性 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代











































　Self-Monitoring と世代性関心及び世代性行動との相関係数を算出したところ、表 8、9 に示す
結果が得られた。Self-Monitoring の総合得点と Self-Monitoring 尺度のサービス精神以外の全
てと 3 つの尺度の全ての因子との間に有意水準 5％で有意な相関を示した。Self-Monitoring の
下位因子であるサービス精神とは、世代性行動の創造的行為以外のその他全ての因子との間に有
意水準 5％で有意な負の相関を示した。同じく Self-Monitoring の下位因子の他者指向性とは世
代性関心の世話、世代性行動の創造的行為及び世代継承性行為以外の因子との間に有意水準 5％




































































SM 得点 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
サ─ビス精神 -.745** 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
他者指向性 .824** -.721** 1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─






創造性 .382** -.326** .383** .374** 1 ─ ─ ─ ─ ─
世話 .144* -.193** .062 .025 .296** 1 ─ ─ ─ ─
世代継承性 .284** -.294** .185** .290** .322** .321** 1 ─ ─ ─
世代継承性行為 .221** -.143** .129 .272** .277** .244** .221** 18.5 0.962 1




















































世話行為 .360** -.285** .343** .329** .285** .094** .344** 1 ─ ─
創造的行為 .143* -.109 .081 .199** .392** .198** .238** .512** 1 ─
世代継承性行為























































　一方、年代別の比較を見てみると、回答者数が少ない 10 代と 50 代は検討から外したところ、
Self-Monitoring 得点の合計の平均値は 30 代が最も増加し 40 代で減少していたが、SD は年代が










































ら、20 代から 40 代の期間は父親も母親も新たな役割を担い戸惑い、苦悩しながらも喜びや感動
を抱く日々の中で成長発達を遂げていることが示唆された。
3 つの尺度の相関に関する考察




ら 40 代の 3 つの年代にわたるデータを検証した。Erikson は成人期をライフイベントごとに
「親密と孤立　対　自己陶酔」「Generativity　対　停滞」「Integrity　対　絶望と嫌悪」の 3 つ
の時期に分類した（Erikson, 1980　西平・中島訳　2011）。本調査の 20 代から 40 代までの世代
性関心尺度と世代性行動尺度の結果にそれぞれ高い相関が見られたことから世代継承性
（Generativity）は 20 代から 40 代にわたる心理社会的な課題であることが支持された。
　反面、丸島・有光（2007）の調査の結果に反し、創造的行為と世代継承性行為および世話行為
には相関がみられなかった。このことは、丸島・有光（2007）の 27 歳から 84 歳の成人（平均年
齢 54.5 ± 13.5 歳）を分析対象としているのと比べ、本調査は調査協力者が極めて少ない 10 代と














　3 つの尺度それぞれ 3 つの下位因子と Self-Monitoring 尺度の総合得点との相関関係は、表 8





行動とが統べられ互いに整合性をつけている可能性が示された。併せて表 4 および表 5 より、 







る保護者としたが、調査協力頂いた 3 園のうち 2 園は幼稚園だったため、10 代、20 代、50 代の
調査協力者が他と比べると少なかった。今後は各園を利用している保護者の年代の特色も考慮に
入れて調査協力依頼を行いたい。

















ⅰ　2008 年 4 月改正施行
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